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『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
』
の
著
者
吉
原
杏
蔭
斎
元
棟
・
隆
仙
は
長

崎
木
下
町
に
住
み
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
年
）
十
二
月
十
三
日

に
没
し
て
い
る
。

元
は
武
士
で
あ
っ
た
が
正
骨
術
に
巧
み
で
あ
り
、
吉
雄
耕
牛

（
一
七
二
四
～
一
八
○
○
）
も
師
事
し
、
吉
雄
流
外
科
の
一
術
と
し

て
『
吉
雄
流
正
骨
書
』
と
し
て
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

杏
蔭
斎
正
骨
術
が
何
時
頃
体
系
づ
け
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
拙
著

『
日
本
整
形
外
科
前
史
』
で
、
寛
政
五
年
前
後
か
ら
同
十
一
年
頃

と
の
推
論
を
述
べ
て
お
い
た
。
し
か
し
、
最
近
中
津
市
の
旧
中
津

藩
医
大
江
家
に
伝
え
ら
れ
た
、
吉
原
元
棟
か
ら
大
江
定
武
（
一
七

六
八
～
一
八
二
五
）
に
与
え
ら
れ
た
正
骨
術
允
可
の
「
杏
蔭
斎
正

骨
術
名
之
目
」
と
い
う
巻
子
の
発
見
に
よ
っ
て
、
天
明
七
年
（
一

七
八
七
年
）
に
は
正
骨
術
の
体
系
化
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
判

73

正
骨
家
吉
原
杏
蔭
斎
に
関
す
る
新
資
料
と

そ
の
門
下
生

蒲
原

l）

宏
●

川2）
嶌

眞
人

明
し
た
。
一
・
九
メ
ト
ル
の
巻
子
に
は
次
の
如
く

杏
蔭
斎
正
骨
術
名
之
目

第
一
熊
顧
術
主
頚
項
骨
附
法
二
術

第
二
風
車
術
主
肩
龍
骨
附
法
二
術

第
三
鶯
翔
術
主
肩
牌
骨

第
四
摩
風
術
主
胸
肋
骨
附
法
二
術

第
五
鶴
跨
術
主
脊
骨

第
六
圓
旋
術
主
肘
骨
縫
附
法
四
術

第
七
瀞
魚
術
主
腕
骨
縫
附
法
両
手
十
指

第
八
尺
蟆
術
主
膝
頭
井
内
外
輔
骨
附
法
二
術

第
九
弄
玉
術
主
躁
骨
縫

第
十
鵤
尾
術
主
附
骨

第
十
一
螺
旋
術
主
眼
骨

第
十
二
燕
尾
術
主
解
嘔
骨
附
法
二
術

第
十
三
騎
龍
術
主
腰
腓
骨
附
法
一
術

術
名
終

マ
マ
７
．

落
丁
護
（
復
）
合
手
之
術

回
生
之
術

諸
症
藥
法
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右
件
之
條
目
者
予
正
骨
之
術
備
焉
藥
予
数
十
年
来
研
精
子
此
伎

梢
々
有
所
得
者
乃
誠
之
干
藥
石
之
難
治
者
未
曾
不
奏
其
効
也
於

是
乎
立
一
家
術
以
教
同
好
士
云
賓
大
江
定
武
夙
入
吾
門
勵
精
久
之

轍
今
以
悉
授
其
秘
且
書
其
條
目
附
焉
而
不
許
法
伝
之
他
者
亦
恐
道

之
廃
也
憶
呼
違
己
難
小
技
亦
係
人
之
性
命
豈
可
不
慎
乎
豈
可
不

慎
乎

崎
陽
吉
原
元
棟
（
花
押
）
印
（
杏
蔭
斎
）

天
明
七
丁
未
朱
明
四
月

大
江
定
武
殿

と
杏
蔭
斎
正
骨
術
の
基
本
形
が
記
し
て
あ
る
。
吉
原
元
棟
の
直
筆

の
墨
跡
、
花
押
、
印
は
初
出
の
も
の
で
第
一
級
の
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
へ
の
編
集
は
吉
原
元
棟
の
稿
本
を

和
田
謙
堂
（
龍
ヶ
岡
）
と
綾
（
阿
耶
）
大
哉
（
含
弘
）
（
丸
亀
）
の

同
校
に
よ
っ
て
大
略
完
成
す
る
が
、
そ
の
後
、
長
州
の
回
村
英
仲

が
重
校
し
た
こ
と
が
京
大
富
士
川
文
庫
本
キ
ー
四
九
の
左
の
附
文

で
知
る
。

マ
マ

此
書
先
年
余
與
播
州
田
鎌
堂
同
校
正
以
蔵
於
先
生
之
家
芙
而

不
日
謙
堂
帰
郷
余
滞
干
此
蓋
有
年
焉
而
之
與
長
州
村
英
仲
者
同
重

校
之
去
年
英
仲
物
故
干
此
地
余
今
年
将
帰
郷
時
詣
先
生
之
処
又
閲

之
間
有
謬
誤
且
術
之
未
備
者
因
令
與
先
生
同
正
其
誤
補
其
鉄
自
書

以
蔵
於
之
杏
蔭
斎
中
然
未
無
謬
誤
後
来
之
門
人
若
視
其
誤
則
告
先

生
而
速
正
之
外
有
薬
方
及
治
験
之
草
未
校
正
欲
是
故
余
携
販
帰
不

日
大
成
以
上
之
梓
若
有
同
好
門
人
思
佐
若
先
生
之
業
者
千
里
以
耆

致
其
意
余
素
戈
不
何
濁
仇
先
生
之
業
糞
待
他
日
英
戈
之
来
耳

そ
の
他
静
嘉
堂
大
槻
文
庫
本
『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
（
二
三
七

三
二
‐
一
‘
九
七
四
八
）
凡
例
附
文
に
「
樋
樫
斉
」
の
加
筆
が
あ
る
。

吉
原
元
棟
の
門
下
生
は
吉
雄
耕
牛
・
二
宮
彦
可
、
和
田
謙
堂
、
綾

大
哉
、
口
村
英
仲
、
大
江
定
武
が
確
実
で
る
。
樋
樫
斉
、
吉
村
雲

渓
（
長
崎
）
も
門
下
系
列
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
竹
中
思
順

（
京
都
）
「
済
生
園
正
骨
要
訣
』
、
廣
藤
道
庵
（
広
島
）
『
整
骨
新
書
」

は
『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
』
の
完
全
な
剰
窃
本
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
論
述
し
て
あ
る
。
「
吉
雄
流
正
骨
書
』
（
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
）

も
附
法
を
八
術
加
え
、
主
術
の
漢
文
を
省
い
た
巧
み
な
剰
窃
本
と

い
え
る
。
吉
原
元
棟
の
名
は
完
全
に
抹
殺
さ
れ
て
い
る
。
「
正
骨

範
』
の
二
宮
彦
可
の
序
文
に
よ
っ
て
の
み
吉
雄
流
正
骨
術
は
杏
蔭

斎
吉
原
元
棟
伝
授
の
も
の
と
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
）

（
川
嶌
整
形
外
科
病
院
）


